
人口と世帯（平成 20年 8月 1日現在）　1,737 世帯　（-6）　男 2,645 人（-8）　女 2,810 人（-4）　計 5,455 人（-12）

尾瀬の郷 
月

第 1号  昭和 29年 2月

発行  片 品 村 役 場

1
Oze-no-Sato  Katashina

今 

月 

の 

紙 

面

8
平成 20年（2008）

No .637

　平成 20 年度郡中体連ソフトテニス大会は昭和村総合運動公園で

開催され、団体戦Ａ・Ｂともに優勝、個人戦でも優勝・準優勝・第

３位が２組と完全制覇を成し遂げました。

（7/18 東小川体育館で３年生部員と尾崎和子顧問・高山誠副顧問）
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 か
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 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
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 パ
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 を
 使
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 ま
 す
 。
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制
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ザ
イ
ン
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休日の病院（緊急時）8月 　9月

今月の
納期は

納期は　9月 1日（月）です
口  座  振  替  の  方  は  事  前  に  残  高  確  認  を  ！

ミ　

ニ　

情　

報

16日（土）　国立沼田病院

17 日（日）　沼田脳神経外科

23 日（土）　利根中央病院

  あ　こ 

命名

将来どんな人になってほしいですか
人として素直で、人に感謝する気
持ちを忘れない子だったらいいと思います。そして人の気
持ちも分かってあげられる優しい人になってほしいです。

（父）笠原　伸之  （母）満里　さん（越本）のお子さん

彩瑚ちゃん 平成 19年 9 月 8 日生まれ さん鏑木　直洋
かぶらぎ　　なおひろ

24 歳
昭和 58 年 11 月 23 日生まれ

（土出）

３．片品をどう思いますか
　又、どうしたいですか
　山、川、湖と、何でも近くに在るの
で自然が好きな人には素晴らしい所だ
と思います。又、そんな自然を利用し
て村の発展に繋げられれば良いなと、思います。

１．何処へお勤めですか 　
　尾瀬岩鞍リゾートホテルです。
２．趣味は何ですか　
　釣り、自然観察です。

４．村内のおすすめスポットは　
　ホワイトワールド尾瀬岩鞍・同スキー場内ロッジかぶらぎです。

７．村民の方へメッセージをお願いします
　機会があれば岩鞍スキー場にスキーをしに来て下さい。

５．好きな異性のタイプ　
　当たり前のことですが、自分の良いと思った人。
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午
前　

8
時
30
分
〜

　

             

午
後　

12
時
15
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び

収
納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

平
成
20
年
6
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
20
年
7
月
19
日

　

亡
く
な
ら
れ
た
方 

2
人

窓   

口   

か   

ら

田
邊　

八
彌　

 

73
歳　

下　

平

渋
谷　

正
作　

 

74
歳　

鎌　

田

二文字の名前がかわいらしく画数
を見て「あこ」と決めました。

６．目標があれば教えてください　
　独立すること。

あやか

彩花 ちゃん 平成 19年 ８月 28 日生まれ
（父）佐藤　一正  （母）美穂子　さん（花咲）のお子さん

将来どんな人になってほしいですか
周りへの気配りが出来る人に。欲を言うとなおかつ、自分
をきちんと主張出来て、世界に羽ばたけるような人へ！！

お  

く  

や  

み

006 日（土）　沼田脳神経外科

13 日（土）　月夜野病院

14 日（日）　内田病院

007 日（日）　利根中央病院

命名
長女・二女共に名の最後に「か」
がつくので最後に「か」のつく名
前をいくつも出し合ってその中か
ら選びました。

国 民 健 康 保  険 税    第 5 期

村　  県　  民　   税    第 2 期

24 日（日）　月夜野病院

「
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
」
商
品
の
紹
介

商
品
名
「
ど
ぶ
ろ
く
ゆ
た
き
」

　

地
元
花
咲
で
育
て
た
米
、
水
を
使

い
手
作
り
で
製
造
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、  

平
成
17
年 「
尾
瀬
の
郷
・
片

品
村
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」 

と
し
て
国
か

ら
認
定
さ
れ
、 

県
内
初
の
ど
ぶ
ろ
く

製
造
免
許
も
取
得
し
て
い
ま
す
。

そ
ば
道
場
ゆ
た
き

　
　
　
　
　

☎ （
５
８
）
２
９
７
２

商
品
名
「
ふ
う
き
も
う
じ
み
そ
」

　

片
品
産
大
白
大
豆
を
使
用
し
、
自

分
自
身
で
味
噌
を
製
造
、
ふ
う
き
も

う
じ
も
、
自
然
に
自
生
し
て
い
る
も

の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

サ
ザ
ン
ウ
ッ
ド

　
　
　
　
　

☎ （
５
８
）
７
０
３
４

　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

お  

め  

で  

た

★
婚
姻
さ
れ
た
方
 1
組

○
星
野　

文　

宏 　

鎌　

田

　

伊
藤　

奈
津
美 　

福
島
県

　

10
月
１
日
現
在
で
「
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す

「
見
え
て
く
る
日
本
の
暮
ら
し
住
ま
い
か
ら
」

８
／
23　

ラ
ジ
オ
体
操　

片
小
校
庭

８
／
24　
「
21
世
紀
の
森
」
野
外
音
楽
祭　
　

８
／
30
・
31　

　
　
　
　

Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｒ
Ａ

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
２
０
０
８

　
　
　
　

丸
沼
周
辺
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ブ 

ル 

ー 

ベ 

リ 

ー 

園 

開 

園 

尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
認
定
証
交
付
式　

　

尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
委
員
会
で
は
、
７
月

３
日
（
木
）
花
の
駅
片
品
に
於
い
て
初

め
て
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
認
定
証
の
交
付
を

行
い
ま
し
た
。

　

村
内
生
産
者
の
方
々
か
ら
26
品
の
申

請
が
あ
り
、
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
委
員
及
び

認
定
委
員
は
試
食
と
伴
に
独
自
性
、
将

来
性
、
信
頼
性
、
味
覚
等
７
項
目
を
審

査
し
、
さ
ら
に
全
員
の
合
議
に
よ
り
11

品
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
さ
れ
た
商
品
は
、
尾
瀬
の
郷
片

品
の
名
に
ふ
さ
わ
し
い
安
全
で
質
の
高

い
優
れ
た
商
品
で
す
。

認定者のみなさん

　

今
後
、
製
造
者
と
村
は
、
協
働
で
Ｐ

Ｒ
活
動
を
行
い
、
村
全
体
の
産
業
振
興

及
び
地
域
の
活
性
化
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

　

７
月
10
日 （
木
）、 

片
品
村
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
研
究
会
に
よ
る
合
同
開
園
式

が
築
地
「
か
ね
こ
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
」

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
で
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
の

歴
史
は
新
し
く
、
現
在
８
世
帯
が
栽

培
し
て
い
ま
す
。
多
く
は
夏
野
菜
生

産
経
験
者
で
、
長
年
の
農
業
技
術
や

経
験
と
昼
夜
の
寒
暖
の
差
を
活
か
し

た
果
樹
は
深
い
甘
み
を
出
し
ま
す
。

　

今
年
の
開
園
は
昨
年
よ
り
９
日
早

く
、
も
ぎ
取
り
は
８
月
下
旬
ま
で
で

き
る
そ
う
で
す
。

関
係
者
で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

カ
ッ
プ
に
い
っ
ぱ
い
詰
め
た
南
保
育
園
園
児

宝
探
し   　

片
品
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー

in

「 

人 

と 

自 

然 

の 

か 

か 

わ 

り 

」

　

７
月
６
日
（
日
）、
花
の

谷
公
園
を
会
場
に 「
宝
探
し

in
片
品
ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
」

（
エ
ン
ジ
ョ
イ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
片
品
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

16
回
目
を
向
か
え
た
同
バ

ザ
ー
は
、
こ
ど
も
達
が
店
を

構
え
た
「
ち
び
っ
こ
商
店
街
」

や
地
元
の
特
産
物
や
新
商
品

の
紹
介
や
販
売
、
地
域
づ
く

り
団
体
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
な
ど
30
店
が
出
展
し
交

流
を
深
め
ま
し
た
。　

　

今
年
の
テ
ー
マ
「
人
と
自

然
の
か
か
わ
り
」
の
と
お
り
、

リ
サ
イ
ク
ル
関
連
の
出
店
が

多
く
、
福
祉
作
業
所
で
作
っ

た
廃
油
石
鹸
や
木
材
の
チ
ッ

プ
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。
ま

た
、
太
陽
熱
で
お
湯
を
沸
か

し
た
り
、
わ
ら
細
工
の
実
演

も
あ
り
老
若
男
女
を
問
わ
ず

楽
し
め
る
バ
ザ
ー
で
し
た
。

アマチュアバンドＫＭＣのみなさんちびっ子店員と千明村長わら細工実演

　

こ
の
た
び
、
幡
谷
の
井
上
弘
巳
さ
ん

が
、
全
国
町
村
教
育
長
会
の
教
育
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

井
上
さ
ん
は
、
平
成
８
年
11
月
か
ら

平
成
16
年
11
月
ま
で
の
８
年
間
、
片
品

村
教
育
長
と
し
て
、
片
品
村
の
教
育
行

政
の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
教
育
長
と
し
て
在
職

さ
れ
教
育
振
興
に
功
労
が
あ
っ
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

平
成
20
年
７
月
１
日
付
け
を
も
っ
て
、

新
た
に
摺
渕
の
青
木
博
子
さ
ん
が
法
務

大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
委
嘱

さ
れ
、
前
橋
地
方
法
務
局
沼
田
支
局
に

お
い
て
委
嘱
状
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
４
１
２
３

井
上
弘
巳
さ
ん 

教
育
功
労
者
表
彰
受
賞

片
品
村
公
平
委
員
に
、
星
野
吉
弥
さ
ん
（
再
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

星
野
武
治
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
議
会
に
お
い
て
全
議
員
の

同
意
を
得
て
、
下
平
の
星
野
吉
弥
さ
ん
、

花
咲
の
星
野
武
治
さ
ん
が
、
片
品
村
公

平
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
20
年
６
月
11
日
か
ら
４

年
間
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
２
名
の
委
員
さ
ん
に
は
片
品

村
の
人
事
行
政
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

星野武治さん 星野吉弥さん青木博子さん

片
品
村
人
権
擁
護
委
員
に
、
青
木
博
子
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家
」
で
村
を
Ｐ
Ｒ

　

今
年
７
月
に
群
馬
県
が
開
所
し
た
、

東
京
都
銀
座
の
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
、 

愛
称 「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家 （
ち 

）」

で
７
月
13
日 （
日
） 「
尾
瀬
・
谷
川
岳
か

ら
の
恵
み
」
と
し
て
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

を
咲
か
せ
た
ミ
ニ
尾
瀬
を
作
製
し
来
所

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

片
品
村
の
ブ
ー
ス
で
は
、 （
株
） 

ニ
チ

ネ
ン
さ
ん
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
尾

瀬
ブ
ラ
ン
ド
の
ふ
う
き
も
う
じ
み
そ
、

花
豆
甘
納
豆
、
野
沢
菜
漬
等
の
販
売
、

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
村

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）特産品やパンフレットを手にする来場者
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ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

７
月
５
日
（
土
）、
片
品
中
学
校
校

庭
に
お
い
て
第
30
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
村
内
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

か
ら
６
チ
ー
ム
約
８
０
名
が
参
加
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
イ
ト
あ
ふ
れ
る
ゲ
ー
ム
が
展
開

さ
れ
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
応
援
の
方
々

の
歓
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

片
品
北
地
区
Ａ

　

準
優
勝　

武
尊
根

　

第
３
位　

花
咲
Ａ

　

第
３
位　

片
品
北
地
区
Ｂ

２
部
大
会

　

優　

勝　

片
小
合
同

　

準
優
勝　

花
咲
Ｂ

　

夏
休
み
恒
例
の
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
が
、
片
品
村
で
実
施

さ
れ
ま
す
。 

こ
の
模
様
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
第
１
で
全
国
に
生
放
送
さ
れ
る
の
と

同
時
に
、
海
外
へ
も
放
送
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、
事
前
の
申
し
込
み

も
不
要
で
す
。
す
が
す
が
し
い
朝
の
体

操
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
み
ま
せ

ん
か
！

　

参
加
者
に
は
、
記
念
品
を
差
し
上
げ

ま
す
。
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日　

時　

平
成
20
年
８
月
23
日

　
　

午
前
５
時
55
分
集
合
、
６
時
開
会

会　

場　

片
品
小
学
校
校
庭

　
　

雨
天
の
場
合
、
片
小
体
育
館

　
　
　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

３
月 
国 
民 

年 

金 

広 

報

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�

片�

品�

村�

��

方�

言�

�

片�

品�

村�

��

方�

言�

�

　

お
母
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ
れ
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
の
足
を
、
脇
の
六
、
七
歳
の
姉

が
く
す
ぐ
る
。

　

赤
ち
ゃ
ん
は
キ
ャ
ア
キ
ャ
ア
声
を
出

し
な
が
ら
手
足
を
パ
タ
パ
タ
し
て
い
る
。

　

お
母
さ
ん
は
、 

姉
に 「『
お
こ
ん
じ
ょ
』 

し
ち
ゃ
だ
め
！
」

　

や
さ
し
い
口
調
な
が
ら
し
っ
か
り
と

諭
す
。

　

 「
お
こ
ん
じ
ょ
」  

は
可
愛
さ
の
あ
る  

「
意
地
悪
」 

の
こ
と
で
す
。

　

語
源
は  「
お
根
性
」  

が   「
お
こ
ん
じ

ょ
」   

に
な
り
、  

独
特
の
ア
ク
セ
ン
ト
が

つ
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。
根
性
悪
の
意

味
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
性

悪
で
は
な
い
。   「
愛
嬌
を
込
め
た
意
地

悪
」
の
こ
と
で
す
。

　
「
お
こ
ん
じ
ょ
」    

成
長
過
程
で
は
良

く
あ
る
こ
と
の
よ
う
で
す
が
、  

イ
ジ
メ

に
な
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
か
ら
注
視
し

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
ね
。

わが 家 の 自 慢 料 理
かぼちゃのプリン 作成者　　須賀川　千明　京子さん

材料

○１人分の栄養価 (1/12 個分 )     ｴﾈﾙｷﾞ ：ー255Kcal　　蛋白質：4.7g　　脂 質：9.2g　　ｶﾙｼｳﾑ：51mg　　塩 分：0.2g

作り方

◇かぼちゃの効能

～かぼちゃを使ったおやつ～

・黄色い果肉はカロテンの色で、カロテンは肌や粘膜をまもり感染症に対する抵抗力をつけます。
・かぼちゃのビタミンＣは加熱による損失が少なく、体内で発ガン性物質が合成されるのを防いでくれます。

蒸したかぼちゃ…１５０ｇ
砂糖………………１５０ｇ
牛乳………………３００㏄
生クリーム………２００㏄
卵…………………５個
ﾊﾞﾆﾗｴｯｾﾝｽ…………少々
ブランデー  ………少々

・冷凍かぼちゃを活用し、ミキサーで混ぜる簡単焼きプリンです。
・牛乳、砂糖は好みで調節して下さい。
・カラメルソースにブランデーを加えるとほろ苦くなり、大人向けの味になります。
・薄手の鍋でカラメルソースを作ると火が通りやすいので茶色になりやすくなります。
・ココット型で作るときは、オーブンで 20 分ほどで焼けます。

◇ワンポイント

　
「
そ
ろ
そ
ろ
・
や
ぶ
・
か
」＝
そ
ろ
そ

ろ
歩
い
て
行
く
と
す
る
か
（
自
発
的
）

　
「
そ
ろ
そ
ろ
・
や
べ
」　

＝
そ
ろ
そ
ろ

歩
い
て
行
っ
て
は
（
催
促
的
）

　
「
そ
ろ
そ
ろ
・
や
べ
や
い
」＝
そ
ろ
そ
ろ

歩
い
て
行
き
な
さ
い
（
命
令
的
）

　

こ
の
三
言
は
「
や
ぶ
」 「
や
べ
」  
の
使
わ

れ
る
代
表
的
な
例
で
す
。

　

親
し
い
間
柄
の
家
で
お
茶
な
ど
い
た
だ

き
、
一
息
つ
い
て
次
の
行
動
に
移
る
と
き

に
発
す
る
言
葉
で
す
。

　
「
や
ぶ
」「
や
べ
」
は
「
歩
く
」
ま
た

「
歩
い
て
行
く
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

語
源
は
、
古
語
で
「
あ
ゆ
・
ぶ
」↓「
歩

ぶ
」↓「
歩
む
」
と
な
っ
て
き
た
も
の
で
す

が
、「
歩
ぶ
」
が
転
訛
し
て
「
や
ぶ
」「
や

べ
」 

に
な
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。 「
そ
ろ
そ

ろ
」
に
つ
い
て
は
接
続
詞
で
す
が
、
会
話

を
交
わ
す
中
で
の
言
葉
と
し
て
引
用
し
た

も
の
で
す
。 「
や
べ
や
い
」  

の  「
や
い
」
は

「
相
手
に
呼
び
か
け
る
声
」 

で
、
片
品
言
葉

に
は
多
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
の
遠
山
の
金
さ
ん
が
「
や
い
や
い
」

こ
の
桜
吹
雪
が
・
・
・
と
同
じ
意
味
で
す

ね
。

　
「
や
ぶ
」「
や
べ
」「
や
べ
や
い
」 

の
語
源

は
古
語
に
あ
り
・
・
で
す
か
ら
由
緒
正
し

い
言
葉
と
い
え
る
か
も
知
れ
せ
ん
。

　
　

片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　

 

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹　

将
彦

（25㎝型 12 人分）

砂糖………………150ｇ
水…………………50 ㏄
ブランデー水……30 ㏄
(ﾌﾞﾗﾝﾃﾞ-15 ㏄と水 15 ㏄を
合わせたもの )

カラメルソース  　

①カラメルソースを作る。薄手の鍋に砂糖と水を入れ、茶色になるまで煮詰める。

　しっかり色が変わって香ばしい香りがでたら、火を消してブランデー水を加える。

　（飛び散るので注意）

②かぼちゃを蒸して熱いうちに型に流し入れ、潰して砂糖と合わせる。

③②に牛乳を加えて、ミキサーにかける。

④③をボウルに入れて、溶き卵、生クリーム、　

　バニラエッセンス、ブランデーを加えて、

　よく混ぜ合わせる。　

⑤④を型に流し入れ、天板にお湯をはって

　180℃のオーブンで３０分～４０分焼く。

⑥あら熱がとれたら、冷蔵庫でしっかり冷やす。

第
２
回
フ
ァ
イ
ト
映
画
「
ペ
ダ
ル
１
８
４
サ
ド
ル
∞
」
上
映

　

７
月
25
日
・
26
日
の
２
日
間
、
片
品

村
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
ペ
ダ
ル

１
８
４
サ
ド
ル
∞（
む
げ
ん
だ
い
）」
が

上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
群
馬
県
を
舞
台
と
し

て
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
フ
ァ
イ
ト
」
を
契
機
に
発
足
し
た

団
体
「
フ
ァ
イ
ト
ぐ
ん
ま
推
進
会
議
」

が
事
業
の
一
環
と
し
て
作
成
し
た
も
の

で
す
。

　
『
ま
ち
映
画
』
と
い
う
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
作
品
で
地
域
住
民
・
行
政
・
企

業
・
小
学
校
等
々
の
連
携
に
よ
り
創
ら

れ
て
い
て
、
出
演
者
に
関
し
て
も
ぐ
ん

ま
の
子
ど
も
た
ち
21
人
が
伸
び
伸
び
と

演
じ
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
リ
ー
ン
に
は
冬
の
美
し
い
片
品

村
や
前
橋
市
の
商
店
街
な
ど
が
映
り
、

村
内
の
小
学
生
５
名
（
撮
影
時
）
も
出

演
し
ま
し
た
。

　

上
映
後
、
出
演
者
と
藤
橋
監
督
に
よ

る
舞
台
挨
拶
も
あ
り
、
撮
影
時
の
思
い

出
や
今
の
自
分
に
つ
い
て
各
々
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

上映後の舞台挨拶　女子は全員浴衣姿で登場

片
品
メ
ニ
ュ
ー
は
ど
ん
な
味
？

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
食
育
並
び
に

地
産
地
消
の
推
進
と
ふ
る
さ
と
片
品
メ

ニ
ュ
ー
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
本
年
度
か
ら

地
産
の
食
材
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
は
大
根
、
ネ
ギ
、
ニ
ラ
な
ど
片

品
産
の
旬
の
野
菜
と
豆
腐
を
使
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
一
般
の
方
々
の
意
見
を
聞
き

た
い
と
思
い
、
過
日
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
お
い
て
参
加
者
へ
広
報
と
試
食
参
加

の
呼
び
か
け
を
し
た
結
果
、
７
月
９
日

の
試
食
会
に
は
17
名
の

方
に
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
「
お
い
し
く
て
健
康

的
な
メ
ニ
ュ
ー
で
す
ね
」

と
言
う
意
見
が
多
い
中

で
、 「
少
し
柔
ら
か
い
の

で
食
感
が
ほ
し
い 

」 

、

「
彩
り
へ
の
配
慮
や
昔

か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
る

食
べ
物
な
ど
を
メ
ニ
ュ

ー
に
取
り
入
れ
た
ら
ど

う
か
？
」
な
ど
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

参
加
下
さ
い
ま
し
た

皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

試食会の様子

ま
す
と
共
に
貴
重
な
ご
意
見
を
給
食
に

活
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
安

心
安
全
を
基
本
に
し
た
給
食
づ
く
り
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
給
食
へ

の
関
心
を
高
め
る
機
会
と
し
て
地
域
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
試
食
会
を
考
え

て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
給
食
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
片
品
村
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
２
５
５
４

さ
と

し
ょ
う

わ
る

み
こ
と

あ
ゆ

か
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教育・生涯学習

07 広 報 か た し な        H20 .08

平
成
20
年
度
「
少
年
の
主
張 

尾
瀬
大
会
」

 

りだ よ図 書 室
読んでみませんか ?

教育委員会　9 月の諸行事

☆生涯学習・社会体育関係
・尾瀬吹割杯親善野球大会
・第 3 回 区対抗ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会
・第 50 回 村民運動会
・県民体育大会利根郡予選会
　　　　　　　　　　　中心日
☆学校関係
◇片小 
・秋季大運動会
・演劇教室「カエルの豆太」群馬中芸
　　　　　　　　　（体育館 11：00）
・避難訓練 ( 地震 ) 
・5 年生尾瀬学習③
・友遊クラブ
※秋季大運動会では、子どもたちへの声援をお願い致します。
　演劇教室は一般の方も観劇できます。（有料、800 円です）
◇北小 
・北小･北地区合同運動会
・避難訓練 ( 地震 ) 
・学校公開日・環境作業
　　尾瀬学習発表会 
・6 年生尾瀬学校 ( 至仏山 )
※今年度も尾瀬学習発表会を行います。ぜひ、子どもたちの
　発表を聞きに来て下さい。
◇南小
・南小・第３区合同運動会
・避難訓練 ( 地震 )
・授業参観②
※運動会に向けて､練習を頑張っています｡6 年生の八木節も、
　練習に熱が入ってきました。
◇武尊根小 
・武尊根子ども教室
・秋季大運動会
・3･4 年尾瀬学習 
・5･6 年尾瀬学習
・武尊根記録会④
※秋季大運動会は第２区との合同開催です。多くの方の参加を
　お願い致します。
◇片中
・PTA あいさつ運動 
・避難訓練 ( 地震 )
・進路学習講演会
・環境奉仕日⑥
・体育祭
・郡中体連新人大会
　野球
　卓球､剣道 
　バスケットボール､ソフトテニス
　卓球､バレーボール､サッカー
※体育祭では、たくさんの方の応援をお願い致します。

※　予定が変更される場合もありますので、　
　　あらかじめご了承ください。

4 日 ( 木 ) ～
上旬

14 日 ( 日 )

23 日 ( 火 )

6 日 ( 土 )
10 日 ( 水 )

16 日 ( 火 )
18 日 ( 木 )･19 日 ( 金 )

22 日 ( 月 )

6 日 ( 土 )
12 日 ( 金 )

17 日 ( 水 )
26 日 ( 金 )

6 日 ( 土 )
12 日 ( 金 )
17 日 ( 水 )

4 日 ( 木 )
 6 日 ( 土 )
18 日 ( 木 )

 18 日 ( 木 )･19 日 ( 金 )
 24 日 ( 水 )

1 日 ( 月 )･16 日 ( 火 )
 1 日 ( 月 )
4 日 ( 木 )

10 日 ( 水 )
18 日 ( 木 )

　15 日 ( 月 )･23 日 ( 火 )
27 日 ( 土 )

27 日 ( 土 )  28 日 ( 日 )
10 月 4 日 ( 土 )

広 

報 

文 

芸　

片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
年
七
月
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

松
井
亜
作
枝

天
道
虫
転
げ
て
逃
げ
る
術
を
も
ち

先
達
の
句
に
読
め
ぬ
文
字
青
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

吉
野　

道
子

絽
の
衣
席
立
つ
僧
の
風
立
ち
て

母
の
忌
や
今
日
を
し
き
り
と
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

光
子

忘
ら
れ
し
ご
と
き
旧
道
栗
の
花

小
さ
き
村
は
や
呑
み
込
み
て
昼
の
雷

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

木
村　

佳
江

下
駄
を
買
ふ
ゆ
か
た
の
似
合
ふ
蔵
の
街

万
緑
や
五
百
羅
漢
に
友
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

し
も
つ
け
の
紅
の
色
増
す
峠
越
へ

老
集
ふ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

渡
辺　

和
昭

戸
隠
升
麻
人
を
寄
せ
ざ
る
一
の
滝

す
�
ぽ
り
と
学
舎
つ
つ
む
梅
雨
の
月

　
　
　
　
　
　
　
　

栃
久
保　

戸
丸　

好
夫

さ
み
だ
れ
や
濡
れ
て
色
ど
る
花
菖
蒲

庭
下
駄
に
足
の
せ
初
夏
の
夕
涼
み

　
　
　
　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

蜜
蜂
の
箱
置
く
峠
栗
の
花

蛇
の
衣
運
を
招
く
と
友
拾
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

萩
原
キ
ヨ
子　

七
夕
に
願
い
は
一
つ
ボ
ケ
防
止

畑
仕
事
蝉
に
せ
か
さ
れ
最
後
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野
ト
ミ
エ

初
夏
の
宵
な
つ
め
ろ
流
す
琴
の
糸

山
百
合
の
香
り
深
さ
に
立
ち
止
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
咲　

星
野　

百
姓

退
院
の
喜
び
ひ
し
と
野
良
に
出
る

田
の
畦
に
す
わ
り
て
初
夏
の
風
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

寺
岡　

貞
子

に
わ
か
雨
ホ
タ
ル
袋
に
蜂
か
く
れ

尾
瀬
太
鼓
顔
と
顔
と
が
出
合
ふ
夏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

康
一

風
薫
る
百
合
の
匂
い
や
尾
瀬
の
里

紫
陽
花
の
色
づ
き
は
じ
む
境
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

星
野　

歌
子

大
の
字
に
青
野
に
沈
め
瀨
音
き
く

翡
翠
や
水
清
く
し
て
片
品
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摺
渕　

千
明　

新
芽

大
地
の
封
切
�
て
竹
の
子
顔
を
出
し

七
夕
や
か
な
え
て
あ
げ
た
い
孫
の
夢

つちやゆきお　文
たけべもといちろう　絵

『かわいそうなぞう』　
                 株式会社　金の星社

　人間が起こしてしまった戦争のために罪のない
ぞうが死んでゆくお話です。親子で読んで戦争と
平和について考えてはどうでしょうか。

図 書 室 カレンダー   9 月

月 火 水 木 金 土日

＊午後１時 30 分～５時 30 分開室

＊9 月 5 日は「みやま号」巡回日
＊       はお休みです。

        1    2    3    4    5    6
  7    8    9
14  15  16  17  18  19  20
                   10  11  12  13

21  22  23  24  25  26  27
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　片品はこの一年間私の家でした。私は片品に初めて来た日のこ

とを鮮明に覚えています。大きな紫陽花や周りの山々、そして美

しい水田に驚かされました。また片品でお会いしたみなさんのや

さしさにも驚き感動しました。学校の先生方、生徒達、そして道

で会うすべての人が驚くほど親切で私を歓迎してくれました。し

ばしば何を言われているのかわからないときがありましたが、私

へ向けてくれた笑顔が「片品へようこそ」と十分に語ってくれて

いました。では一年が過ぎ、私は飽きてしまったのでしょうか。

そういうことではありません。毎日が新しい冒険のようで、今も

なお私は驚かされています。私が出会う人は多くなっていますが、

すべての人が初めて片品に来た日と同じように私を歓迎してくれ

ています。素晴らしい一年間をありがとう片品。そして、みなさ

んと片品の山とのもう一年を楽しみにしています。

Katashina has been my home for a year now. I remember the first 

days so clearly. I was amazed by the large hydrangea, the 

mountains surrounding me, and the beautiful rice paddies. Also, I 

was surprised and impressed with the kindness of every one I met 

in Katashina. The teachers at my school, the students from every 

age, and everyone I met on the roads were incredibly kind and 

welcoming. I often didn’ t understand anything that was said to 

me but the smiles I received were enough to say “Welcome to 

Katashina!” So after a year am I bored? No! Every day is like a new 

adventure and these first things that amazed me still do. And 

everyone I meet, which have been many, are still welcoming like it 

was my first day. Thank you Katashina for a wonderful year and I 

look forward to one more year with you and the mountains!

　

平
成
20
年
７
月
４
日
（
金
）
第
７
回
「
少
年
の
主
張 

尾
瀬
大
会
」
が
片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

片
品
中
、
利
根
中
、
多
那
中
及
び
尾
瀬
高
１
年
生
の
各
ク
ラ
ス
の
代
表
者
が
中
・
高
生
な
ら
で
は
の
思
い
を
自
分
の
言

葉
で
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
尾
瀬
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
と
、
会
場
内
全
員
で
『
夏
の
思
い
出
』
を
合
唱
し
ま
し

た
。

　

各
学
校
の
発
表
者
は
次
の
と
お
り

で
し
た
。

（
発
表
順
）

優
秀
賞

　

片
品
中
１
年　

古
屋　

花
子

　
　

「
ち
ゃ
ん
と
見
る
」

優
秀
賞

　

利
根
中
１
年　

林　
　

優
斗

　
　

「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」

優
秀
賞

　

多
那
中
１
年　

角
田　

佑
平

　
　

「
夢
へ
の
挑
戦
」

優
秀
賞

　

片
品
中
１
年　

川
鍋　

麻
友

　
　

「
先
生
、
あ
り
が
と
う
」

優
秀
賞

　

利
根
中
２
年　

金
子　

沙
妃

　
　

「
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
」

優
秀
賞

　

片
品
中
２
年　

戸
丸　

葵

　
　

「
き
ょ
う
だ
い
」

優
秀
賞

　

多
那
中
２
年　

千
明　

菜
々

　
　

「
勉
強
か
ら
得
た
こ
と
」

優
秀
賞

　

片
品
中
２
年　

三
浦　

慧

　
　

「
名
前
」

優
秀
賞

　

多
那
中
３
年　

星
野　

美
咲

　
　

「
丁
寧
語
と
方
言
」

優
秀
賞

　

片
品
中
３
年　

星
野　

李
奈

　
　

「
親
子
関
係
」

優
秀
賞

　

利
根
中
３
年　

鈴
木　

妃
代
里

　
　

「
認
知
症
に
つ
い
て
」

優
秀
賞

　

片
品
中
３
年　

千
明　

桃

　
　

「
感
謝
の
気
持
ち
」

優
秀
賞

　

尾
瀬
高
１
年　

小
須
田　

菜
緒

　
　

「
24
時
間
」

優
秀
賞

尾
瀬
高
１
年　

星
野　

成
一
郎

　
「
つ
ま
ら
な
い
事
」

　

以
上
14
名
が
発
表
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　　

尚
、
８
月
27
日
（
水
）
少
年
の

主
張
「
利
根
沼
田
地
区
大
会
」
が

開
催
さ
れ
各
中
学
校
か
ら
１
名
が

参
加
し
ま
す
。

　

片
品
中
学
校
か
ら
は
、
３
年
生

の
千
明　

桃
さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。

　

応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

発表者のみなさん

千
明　

桃　

さ
ん



08

おしらせ

広 報 か た し な        H20 . 08

おしらせ

09 広 報 か た し な        H20 .08

ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」

　
　
　
　
　
　

大
学
出
前
講
座

お 

し 

ら 

せ

こ
こ
ろ
の
相
談
（
電
話
相
談
）

　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩
み
を
も

つ
方
の
電
話
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

●
期　

日　

９
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

な
お
、
よ
り
多
く
の
方
の
相
談
を
受

け
る
た
め
、
個
々
の
相
談
時
間
を
制
限

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
内　

容　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
は
電

話
相
談
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
精

神
科
医
師
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
が
電

話
相
談
に
当
た
り
ま
す
。

●
対
象
者　

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・

悩
み
等
の
相
談
の
あ
る
方
（
本
人
・
家

族
）

●
専
用
電
話　

　
　

☎
０
２
７
（
２
９
０
）
２
９
２
０

●
費　

用　

無
料

　
（
但
し
、
電
話
代
は
か
か
り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
事
務
局　
　

　
　

☎
０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
６
６

が
ん
征
圧
月
間
記
念
講
演
会

　

９
月
の
、
が
ん
征
圧
月
間
に
ち
な
ん

で
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
で
あ
る
、

沼
田
病
院
で
は
メ
キ
シ
コ
五
輪
銀
メ
ダ

リ
ス
ト
の
君
原
健
二
氏
を
お
招
き
し
て
、

左
記
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
期　

日　

　

平
成
20
年
９
月
27
日
（
土
）

　
　

一
部
・
午
後
１
時
〜
３
時

　
　

二
部
・
午
後
３
時
30
分
〜
５
時

●
会　

場

　

利
根
沼
田
文
化
会
館･

大
ホ
ー
ル

●
内　

容

　

一
部
・｢

当
院
の
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
ん
医
療｣

　

二
部
・｢

ゴ
ー
ル
無
限
！｣

　

講
師
・
君
原 

健
二 

氏

         　
　
　
（
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
）

　

※

予
約
・
入
場
料
は
不
要
で
す
。

も
の
づ
く
り
教
室
・
表
具
編

　

本
格
的
な
２
枚
折
り
ミ
ニ
屏
風
の
作

成“

表
具
の
技
に
挑
戦”

●
期　

日　

９
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

●
会　

場　

群
馬
県
技
能
検
定
場

●
定　

員　

20
名

●
受
講
料　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
（
材
料
等
含
む
）

●
申
し
込
み　

９
月
22
日
（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
職
業
能
力
開
発
協
会

　
　

☎
０
２
７
０
（
２
３
）
７
７
６
１

講　

習　

会

平
成
20
年
度
訪
問
介
護
員(

ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー)

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

●
期
日
／
申
込
締
切
日
及
び
会
場

　

９
月
６
日(

土)

／
８
月
25
日(

月)

群
馬
パ
ー
ス
福
祉
専
門
学
校

　

９
月
13
日(

土)

／
８
月
25
日(

月)

県
立
高
齢
者
介
護
総
合
セ
ン
タ
ー

　

９
月
27
日(

土)

／
９
月
15
日(

月)

群
馬
松
嶺
福
祉
短
期
大
学

　

９
月
27
日(

土)

／
９
月
15
日(

月)

高
崎
健
康
福
祉
大
学

●
時　

間　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
内　

容　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
就
業
希

望
者
及
び
初
任
者
向
け
の
実
践
的
な
介

護
技
術
・
演
習
等

●
対　

象　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を

有
す
る
就
業
希
望
者
又
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
業
務
初
任
者

●
定　

員　

各
会
場
40
名

※
参
加
対
象
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資

格
取
得
者
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

●
参
加
費　

３
，
０
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法　

郵
送
／
Ｆ
Ａ
Ｘ

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会
事

務
局
（
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会　

地

域
福
祉
グ
ル
ー
プ)

　
　

☎
０
２
７
（
２
５
５
）
６
０
３
１

　
　

FAX
０
２
７
（
２
５
５
）
６
４
４
４

『
地
球
環
境
問
題
か
ら
考
え
る

　
　
　

や
さ
し
い
エ
コ
ラ
イ
フ
入
門
』

●
内　

容

　
「
地
球
環
境
問
題
を
知
ろ
う
」

　
「
世
界
の
中
の
日
本
、

　
　
　
　
　

日
本
の
中
の
利
根
沼
田
」

　
「
新
し
い
技
術
で
環
境
を
守
ろ
う
」

　
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
変
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　

環
境
を
守
ろ
う
」

　
「
や
っ
て
み
よ
う
Ｃ
Ｏ
２
カ
ッ
ト
」

　
「
夢
の
未
来
社
会
を
つ
く
ろ
う
」

　

を
テ
ー
マ
に
講
義
、
意
見
交
流
な
ど

●
講　

師　

群
馬
大
学
工
学
部
長

　
　
　
　
　

宝
田　

恭
之　

教
授

●
期　

日　

９
月
13
日
〜
10
月
18
日

　
　
　
　
　

毎
週
土
曜
日
、
計
６
回

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

●
会　

場　

利
根
沼
田
県
民
局

●
対　

象　

利
根
郡
・
沼
田
市
に
在
住

ま
た
は
在
勤
の
方
（
中
・
高
校
生
も
参

加
で
き
ま
す
）

●
定　

員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
に
て
９
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
住
所

氏
名
・
電
話
番
号
を
（
６
回
全
部
出
ら

れ
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す)

●
申
込
先　

利
根
教
育
事
務
所

　
　
　
　
　
　

☎ （
２
３
）
０
１
６
５

　
　
　
　
　
　

FAX （
２
３
）
０
１
８
０

メ
ー
ル

　
　
　

irisaw
a-hi@

pref.gunm
a.jp

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修

　

い
く
つ
に
な
っ
て
も
健
康
で
、
生
き

甲
斐
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
、
そ
れ
は

誰
に
も
共
通
し
た
願
い
で
あ
り
、
そ
の

実
現
の
た
め
に
は
介
護
予
防
へ
の
早
期

か
ら
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
そ
の

た
め
３
年
前
か
ら
、
利
根
沼
田
地
域
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ

ー 

う
ち
だ
が
中
心
と
な
り
、   「
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
」
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
片
品
村
の
受
講
者
は
４
名
で
し

た
。

   「
初
級
編
」 

で
は
介
護
予
防
の
重
要
性

を
理
解
し
、
地
域
で
介
護
予
防
を
実
践

で
き
る
人
を
養
成
す
る
た
め
の
講
演
会

で
す
。 「
中
級
編
」 

で
は
、
介
護
予
防
に

必
要
な
知
識
を
深
め
る
と
共
に
、
介
護

予
防
の
実
践
を
体
験
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
基
礎
を
身
に
つ
け
ま
す
。
興

味
の
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ

い
。

●
期　

日

初
級
編
・
平
成
20
年
10
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

中
級
編
・
平
成
20
年
11
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　

〜
11
月
11
日
（
火
）

　
　
　
　

各
　々

午
前
10
時
〜
16
時

●
会　

場　

利
根
沼
田
県
民
局

●
受
講
資
格

　

全
て
の
日
程
に
参
加
で
き
る
方

●
申
し
込
み　

10
月
15
日
（
水
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

片
品
村
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

☎（
５
８
）
４
０
２
０

第
61
回
片
品
村
成
人
式

　
　
　
　
　
　

実
行
委
員
募
集

募　
　
　

集

　

平
成
21
年
１
月
の
成
人
式
の
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
一
度
し
か
な
い

成
人
式
と
い
う
儀
式
を
自
分
た
ち
の
力

で
運
営
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

第
１
回
の
実
行
委
員
会
は
秋
に
予
定

し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
を
や
っ
て
み

た
い
方
は
８
月
末
日
ま
で
に
教
育
委
員

会
事
務
局 

☎ （
５
８
）
２
１
４
４
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。　

ご 

存 

じ 

で 

す 

か 

？
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て
い

て
、
ま
だ
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対　

象

○
児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
心
身
に
一
定
の
基
準
以
上
の
障
害
を

有
す
る
場
合
は
20
歳
未
満
ま
で
）
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
者
を
監
護
し
て
い
る
母
子
家
庭
な

ど
の
母
親
ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。

　

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
。

　

②
父
が
死
亡
し
た
児
童
。

　

③
父
が
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ

　
　

る
児
童
。

　

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児

　
　

童
。

　

⑤
父
か
ら
引
き
続
き
一
年
以
上
遺

　
　

棄
さ
れ
て
い
る
児
童
。

　

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一

　
　

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
。

　

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

　
　

し
た
児
童
。

　

⑧
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児

　
　

童
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
父
母

ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て

い
る
方
。

●
そ
の
他

○
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
場
合

　

①
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て

　

い
る
と
き
。

　

②
児
童
（
児
童
扶
養
手
当
は
母
、

　
　

養
育
者
を
含
む
）
が
公
的
年
金

　
　

を
受
け
て
い
る
と
き
。

　

③
父
母
な
ど
所
得
が
一
定
の
額
を

　
　

超
え
る
と
き
。

　　

な
お
、
偽
り
そ
の
他
不
正
な
手
段

に
よ
り
手
当
を
受
け
た
と
き
に
は
、

法
令
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

※

８
月
は
現
況
届
及
び
所
得
状
況
届

の
月
で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
８
月

以
降
の
手
当
が
受
給
出
来
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に
手
続
き

を
行
っ
て
下
さ
い
。　
　

●
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
児
童
福
祉
係

 　
　
　
　
　

☎ （
５
８
）
２
１
１
５

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
で
き
ま
す

―

口
座
振
替
が
お
得
で
す―

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一
定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
り

ま
す
。

　

現
金
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
」

に
付
い
て
い
る
下
期
の
納
付
書
（
平
成
20
年
10
月
分
〜
平
成
21
年
３
月
分
）

を
使
用
し
て
、
平
成
20
年
10
月
31
日
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
６
か
月
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
さ
ら
に
お
得

で
す
。
口
座
振
替
で
保
険
料
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
末
日
ま
で

に
金
融
機
関
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
お
申
し
出

の
際
に
は
、 

①
預
貯
金
通
帳
、 

②
預
貯
金
通
帳
届
出
印
、③
基
礎
年
金
番
号
が

分
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
、
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
な
ど
）
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間
中
に
、
就
職
し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す

る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
、
そ
れ
以
降
の
期
間
の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
渋
川
社
会
保
険
事
務
所
（
☎ 

０
２
７
９
２
２
１
６
０
７
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

６
か
月
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
場
合
の
割
引
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

毎
月
現
金
で
納
め
る
場
合

現
金
で
前
納
す
る
場
合

口
座
振
替
で
前
納
す
る
場
合

１
４
，
４
１
０
円

　
　

×

６
か
月

＝ 

８
６
，
４
６
０
円

８
５
，
７
６
０
円

８
５
，
４
８
０
円

７
０
０
円
割
引

９
８
０
円
割
引
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おしらせ

広 報 か た し な        H20 . 08

おしらせ

11 広 報 か た し な        H20 .08

所得割％

5.6

4.6

-

1.0

0.5

0.8

-

資産割％

46.0

37.0

9.0

4.0

4.0

均等割(円)

20,400

16,400

-

4,000

2,400

4,000

平等割(円)

30,000

24,000

-

6,000

4,200

4,200
介護納付金分

後期高齢支援分

医療給付分

　

個
人
事
業
者
の
方
で
、
平
成
19
分

の
確
定
消
費
税
額
が
48
万
円
を
超
え

４
０
０
万
円
以
下
の
方
（
年
１
回
の

中
間
申
告
・
納
付
）
は
、
平
成
20
年

９
月
１
日
ま
で
に
中
間
申
告
・
納
付

し
て
く
だ
さ
い
（
同
確
定
消
費
税
額

が
４
０
０
万
円
を
超
え
４
８
０
０
万

円
以
下
の
方
の
２
回
目
と
４
８
０
０

百
万
円
を
超
え
る
方
の
６
回
目
の
中

間
申
告
・
納
付
の
期
限
も
同
一
日
で

す
）。

　

申
告
の
方
法
は
前
年
実
績
に
よ
る

中
間
申
告
と
仮
決
算
に
基
づ
く
中
間

申
告
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

沼
田
税
務
署
個
人
課
税
部
門

　
　
　
　
　

☎ （
２
２
）
２
１
３
３

①所得割…加入者全員の前年中の所得に応じて課税 ( 総所得 -33 万円）

②資産割…加入者全員の土地、家屋の固定資産税に応じて課税

③均等割…加入者の人数に応じて課税 (1 人につき）

④平等割…加入世帯に一律で課税

　平成 20 年４月から後期高齢医療制度が新たに始まり、税額が次のよう

に変更になりました。

税額変更のお知らせ
国 民 健 康 保 険 税

※介護納付金分は 40歳以上 65 歳未満

　の介護保険第２号被保険者のいる世

　帯に加算されます。

●問い合わせ先　　住民課　国保税係

　　　　　　　　☎ （５８）２１１６

　今まで５期分からは毎期ごとに納付

書を配付していましたが、今年から４

期分ずつまとめてお届け致しますので、

お手元に保管し、納期までに納税して

いただきますよう宜しくお願いいたし

ます。

納付書が変わります

個
人
事
業
者
の
消
費
税
の

　
　
　

中
間
申
告
と
納
税
に
つ
い
て

特
定
健
診
９
月
４
・
５
日
に
実
施

　

片
品
村
で
は
、
４
月
に
総
合
健
診
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
法
改
正

が
あ
り
、
従
来
の
基
本
健
康
診
査
が
特

定
健
診
に
か
わ
り
ま
し
た
。
４
月
に
は

国
保
以
外
の
被
扶
養
者
の
方
は
、
受
診

券
が
間
に
合
わ
ず
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

今
回
は
、
４
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
方
の
た
め
の
健
診
を
左
記
の
通
り
行

い
ま
す
。

Ⅰ
．
実
施
日
時
及
び
会
場

Ⅲ
．
対
象
者

①
40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加

入
者
で
４
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
。

②
国
保
以
外
の
保
険
証
の
方
の
被
扶
養

者
（
必
ず
事
前
に
会
社
を
通
じ
て
申
込

書
を
提
出
し
て
下
さ
い
）

③
そ
の
他
希
望
者
は
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

☎ （
５
８
）
４
０
２
０

夏
か
ぜ
流
行
中
！

　

県
の
感
染
症
情
報
に
よ
る
と
、
現
在 

咽
頭
結
膜
熱  （ 

プ
ー
ル
熱  

） ・ 

手
足
口

病 

・
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
の
患
者
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
片
品
村
で
も
、
毎
年

こ
の
時
期
に
は
保
育
園
を
中
心
に
、
感

染
者
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
こ

れ
ら
の
病
気
を
知
り
、
予
防
や
早
期
の

対
応
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

〈
咽
頭
結
膜
熱
〉 

発
熱
・
の
ど
の
痛
み
・

結
膜
炎
が
主
な
症
状
で
、『
プ
ー
ル
熱
』

と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

〈
手
足
口
病
〉
軽
い
発
熱
と
口
腔
内
・

手
足
の
小
水
疱
が
特
徴
。
ま
れ
に
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意

が
必
要
で
す
。

〈
ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
〉  

突
然
の
高
熱

（
38
〜
40
度
） 

と
、 

の
ど
の
痛
み
が
主
な

症
状
で
す
。
口
腔
内
に
水
疱
が
で
き
て
、

痛
み
で
食
欲
不
振
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

〈
症
状
が
あ
る
時
〉

日にち 受付時間  会場  

9 月 4 日  
午前９時 30 分～

10 時 30 分  
花咲住民センター

9 月 4 日  
午後１時 30 分～  

２時 30 分  
古仲集会所  

午前９時 30 分～
11 時  

9 月 5 日  
午後１時～  

２時 30 分  

健康管理センター

保　

健　

だ　

よ　

り

Ⅱ
．
健
診
名

　

特
定
健
診
の
み
で
す
。

　

生
活
機
能
評
価
を
65
歳
以
上
の
方
は

　

同
時
実
施

　

医
療
機
関
を
受
診
し
て
、  

医
師
の
指

示
に
従
っ
て
下
さ
い
。
特
に
保
育
園
・

学
校
等
集
団
生
活
の
児
に
つ
い
て
は
、

感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
出

席
停
止
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〈
予
防
す
る
た
め
に
は
〉

　

手
指
は
石
け
ん
と
流
水
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
タ
オ
ル
を
他
の
人

と
共
用
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

プ
ー
ル
で
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
宅

で
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

）平成 20年度　国保税第３期・村県民税普通徴収第１期　納税率調（税額）

須
賀
川

御
座
入

菅　

沼

築　

地

下　

平

摺　

渕

幡　

谷

鍛
治
屋

栃
久
保

登　

戸

山　

崎

栗　

生

針　

山

下
小
川

中　

井

穴　

沢

上
小
川

太　

田

細
工
屋

阿　

村

上　

而

中　

里

新　

井

古　

仲

伊
閑
町

閑　

野

戸　

倉

鎌
田
１

鎌
田
２

鎌
田
３

鎌
田
４

鎌
田
５

村
全
体

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

国保税  村県民税普通徴収 村全体国保税 村全体住民税
（平成 20年　7月 10 日現在）

白
根
・
丸
沼

新

旧

新

旧

新

旧

税 率 の 種 類

輝輝
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

星
野
陽
一
さ
ん
（
御
座
入
）

　

暗
く
な
っ
た
鎌
田
・
立
沢
線
道
路
横

の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
で
、
小
さ
い
明
か

り
が
動
い
て
い
た
の
を
何
度
か
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
何
か
作
業
を
し
て

い
る
様
子
で
し
た
が
、
昼
間
確
認
す
る

と
御
座
入
の
星
野
陽
一
さ
ん
夫
婦
で
し

た
。

　

陽
一
さ
ん
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
は
膝

上
く
ら
い
の
時
に
マ
ル
チ
を
剥
い
で
し

ま
う
た
め
、
草
が
生
え
、
そ
の
草
を
む

し
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

７
月
下
旬
か
ら
８
月
い
っ
ぱ
い
は
、

農
家
に
と
っ
て
一
番
忙
し
い
時
期
で
、

広
い
畑
の
除
草
は
ど
の
農
家
に
と
っ
て

も
頭
の
痛
い
問
題
で
す
。

　

あ
ら
た
め
て
、
陽
一
さ
ん
の
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
作
り
を
伺
う
と
、
苗
植
え
か
ら

土
の
温
度
が
上
が
る
よ
う
に
マ
ル
チ
を

利
用
し
、
肥
料
が
行
き
渡
る
よ
う
に
ま

た
、
収
穫
後
の
片
づ
け
作
業
を
考
え
て

途
中
で
マ
ル
チ
を
剥
ぐ
そ
う
で
す
。

　

マ
ル
チ
の
間
隔
は
約
１
メ
ー
ト
ル
、

普
通
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
の
倍
は
取
っ

て
あ
り
ま
し
た
。

　

約
７
反
の
畑
を
拝
見
さ
せ
て
も
ら
う

と
、
上
か
ら
花
豆
、
落
花
生
、
大
白
大

豆
が
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
ま
で
規
則
正
し

く
植
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

花
豆
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
は
、
片
側
が

廃
パ
イ
プ
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
て

普
通
の
花
豆
パ
イ
プ
よ
り
一
回
り
大
き

く
建
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
も
陽
一
さ
ん
が
情
報
を
集
め
、

パ
イ
プ
は
も
と
よ
り
、
作
物
の
為
に
は

ど
う
に
し
た
ら
、
何
を
与
え
た
ら
旨
く

作
れ
る
か
？
常
に
品
質
向
上
を
求
め
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
っ
た
方

や
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
、
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
畑
に
向
か
う
そ
う
で

す
。

　

尾
瀬
の
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
例
年
よ

り
キ
レ
イ
に
咲
い
た
こ
の
夏
、
こ
れ
か

ら
収
穫
さ
れ
る
農
産
物
は
き
っ
と
お
い

し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

陽
一
さ
ん
も
お
体
に
留
意
さ
れ
、
実

り
多
く
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

収
穫
間
近
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
の
前
で

花豆の間に・落花生と大白大豆

壊れた縁石を修理する陽一さん




